
浮遊する建築
海抜ゼロメートル地帯の東京臨海部における水害に対する事前復興計画
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水害被害例

水害の種類

地球環境の変化によるリスク

計画対象地域　佃島

海抜ゼロメートル地帯

佃島の歴史と地形の変遷佃島に今でも残る水にまつわるもの

船と共にあった佃島の風景

標高 0以下 77m

平成30年7月豪雨(岡山倉敷)
全半壊・浸水家屋 14,000 棟

死者 43 人

堤防決壊 14 カ所

ベネチア (イタリア )
市内の８割が水没

最高水位は 1m87cm

令和元年台風第 19号 ( 福島 )
死者 32 人

浸水面積約 18500 ヘクタール

▽海抜 0m

雨

ダム

①内水氾濫

ゲリラ豪雨 /台風

②潮の満ち引き /高潮

｜

隅田川

｜

海抜ゼロメートル地帯

｜

都心

｜

副都心

｜

郊外

｜

山間部

外水氾濫

③波浪 /④津波

●河川の水が堤防からあふれる、または堤防が破堤して起こる洪

水。

●大量の流れの速い氾濫流と土石流が一気に市街地に流入し、短

時間で浸水被害が起こるため、人的被害を伴う大きな災害になる

おそれがある。

●下流側では雨が降っていなくても、山間部などでの豪雨で、下

流側で氾濫が発生する場合もある。

➡ハード面の対策として、上流にダムを作り、河川の流量を調整

したり、岸沿いに防潮堤を整備するなどの必要がある。

●短時間で大量の雨が降ると雨水が排水路や下水管に一挙に流入

し、雨水処理能力を超えて起こる洪水。

●河川から離れた場所でも発生する可能性がある。

●人口や地下室・地下街、ライフライン、交通網が集中している

都市部で可能性がある。

➡ハード面の対策として、防災調整池、遊水地の整備などが進め

られている。

水害は、大雨や高潮などの気象的な要素と、河川の流域や周囲より低くなっているなどの地理的な要素、山林伐採や都市化

などの社会的な要素などが要因で起こる。水害には、大きく分けて以下の 2種類がある。

外水氾濫 内水氾濫

　日本の年平均気温は、100 年あたり 1.19℃の割合で上昇し、また猛烈な雨（1 時間降水量 80mm 以上の雨）の年間発生回数

も増加している [※1]。地球温暖化の進行に伴い、大雨や短時間に降る猛烈な雨の頻度はさらに増加すると予測されており、

台風や豪雨による風水害・土砂災害発生リスクが高まっている。

　日本では近年、日本周辺の猛烈な台風の出現頻度が急増しており、また通過経路が以前より北上している [※2]。
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※1全国の 1時間降水量 80mm 以上の年間発生回数の経年変化 ※2 2019 年と 1996 年の日本に上陸した台風の進路

( 年 )

1
3
0
0
地
点
当
た
り
の
発
生
回
数

( 回 )

1996 年

2019 年

佃島
　本計画では、東京都中央区の月島地区北部に位置する「佃

島」を対象エリアに選定する。佃島は、隅田川河口に位置

するため、満潮時と干潮時の水位の変化が多い日で最大 2m

あることから、日常的に水害の危険性がある。

　佃島は、江戸時代に徳川家康に招かれ摂津国佃村（現大

阪府大阪市西淀川区）から森孫右衛門と漁師30名強が移住

し、造成してつくられた漁村集落である。佃島の漁師たち

は江戸幕府に白魚を献上していた。他にも、佃煮の発祥の地、

築地市場の発展を後押しした場所としても知られている。

　佃島の北にある石川島も江戸時代からある。当時は人足

寄場があり無宿人を収容した。1853年、水戸藩が日本で最

初の洋船造船所を開設し、のちに石川島播磨重工業の工場

に発展した。

　佃島と石川島以外の地区は明治時代以降、月島1号地から

4号地まで徐々に埋め立てられていき、月島地区は陸続きに

なった。

佃島の水害対策
　佃島は水門と防潮堤によるハード整備によって、隅田川

の氾濫対策がなされている。しかし実際の大雨時は、隅田

川の氾濫を防ぐために限界まで住吉水門を閉めることはな

かった。

　ソフト面の対策では、行政がハザードマップを作成し、

防災訓練を実施しているものの、参加率は1割ほどで、防災

意識が定着しているとは言い難い現状にある。
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台風通過後の佃川支川

　近年、日本をはじめ世

界各地で台風や高潮、地

球温暖化に伴う異常気象

による水害被害が頻繁に

起こっている。

本計画は、東京臨海部に

おける水害問題に対する

事前復興の提案である。
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かつて孤島であり、漁師町でもあった佃島は、水と共に生活してきた。それらは今日も残り、佃島の風景を形成している。

佃煮とは、醤油と砂糖で甘辛く

煮付けた東京の郷土料理。江戸

時代、佃島の漁民は悪天候時の

食料や出漁時の船内食とするた

め自家用として常備菜・保存食

としていた。保存性の高さと価

格の安さから江戸庶民に普及し、

さらには参勤交代の武士が江戸

の名物・土産物として各地に持

ち帰ったため全国に広まったと

される。

東京の郷土料理『佃煮』

佃島から月島一帯の氏神で、大

阪の住吉神社の分霊を移したも

の。江戸湊の入口に位置し、海

運業、各問屋組合をはじめ多く

の人々から海上安全、渡航安全

の守護神として信仰を集めてき

た。佃島の聖地である。

住吉神社

佃島には今もたくさんの井戸が

残されている。これは、昔から

陸地であったことを意味してい

る。漁師の作業に水は不可欠な

ものであり、井戸が狭い路地に

あったため漁師道具を洗うとき

に使用されていた。

井戸

毎年８月第１土・日に行なわれ

る。３年に一度の本祭りでは、

期間も土曜日曜を含む３日間と

して、獅子頭の宮出しや八角神

輿の宮出し、神輿を船に載せて

氏子地域を廻る船渡御が行なわ

れる。佃島の中には６本の幟が

立てられ、龍虎の獅子頭、黒駒

の獅子頭も飾られる。例大祭は

今でも地域の共同体として役割

を果たしている。

住吉神社例大祭

孤島の漁師町として成り立ち、江戸の漁獲権を得ていた佃島では、常に船と共に生活があった。

住宅の前に停泊する船。1937年。

船たまり

隅田川の河口付近から眺めて描

かれたもの。島の右手は佃島に

は、船の帆がたくさん見える。

1830-32 年。

葛飾北斎『武揚佃島』

佃大橋が架けられる 1964 年まで

運行。1957 年。

佃島渡し舟

川にせり出した干し木場では、

魚や漁道具が干されていた。

1900 年ごろ。

船つきと干し木場

　近年、世界各地で台風や高潮、地球温暖化に伴う異常気象による水害被害が頻繁に起こっている。

本計画は、東京臨海部における水害問題に対する事前復興の提案である。
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浮遊化計画

風景の構成　祭礼の単位を生活共同体の単位 風景の再構築　過去の風景と現在の風景から抽出するエレメント

　海抜ゼロメートル地帯における水害に対する事前復興の方法として、浮遊する建築を提案する。

『浮遊』という言葉には、浮かび漂うこと。また、そのように歩きさまようこと。の意味がある。

水害時は水位に応じて建築があがり漂うことで水没を回避する。また、日常では建築が自由に場所をさまよい、人々の生活

の変化や都市の変化に常に順応する。

浮遊化していく過程をフェーズとプロセスごとにわけ、街が徐々に浮遊していく。

0 50m

水門

防潮堤

隅田川

佃川支川

水門

防潮堤

隅田川

佃川支川

現状　隅田川に対して、防潮堤と水門で水と断裂させているが、防潮堤に入るクラック

や高潮期の満潮時に土地よりも海面が高くなる可能性があるなどの懸念事項がある。

浮遊化のフェーズ

フェーズ１　- 空き家の解体
佃島では、近年高齢化や建物の老朽化が原因で、

空き家が増えている。これらを解体、更地化し、

最低限の整備を行う。

フェーズ２　- 街区の掘り起こし
街区を 4m 掘り起こし、現在の佃川支川と同じ高さ

にする。

フェーズ３　- 道と住吉神社のかさあげ
街区を掘り起こした残土を、道と住吉神社のかさ

あげに再活用する。かさあげされた道は、道の役

割だけではなく、ふ頭としての役割と堤防として

の役割を果たす。道に上下水道を整備する。

フェーズ４　- 建築化
新たに水上に浮かび、街を構成する建築 ( 船 ) を

新築する。また、現状ある神社の機能や店舗に肉

付けする形で新たな機能を付加する。

▼海抜 0m=干潮 L
▼海抜 2m=満潮 L

▼海抜 0m=干潮 L
▼海抜 2m=満潮 L

▼海抜 0m=干潮 L
▼海抜 2m=満潮 L

隅田川
｜

防潮堤
｜

道
｜

街区
｜

佃川支川
｜

▼海抜 0m=干潮 L
▼海抜 2m=満潮 L

第４期工事後

養殖

住吉神社

公園

宿坊

畑

造船所

佃煮店

森林

浮遊化のプロセス

第１期工事 第２期工事

第３期工事 第４期工事

　住吉神社の祭礼の神輿の単位である、既存の 2街区を生活共同体の基本単位とする。2街区を 1つの公共的な施設と複数の住宅などで構成する。

公共的な施設 1. 機能面　水上生活を公共的な施設で補う 2. 視覚面　海上で公共的な施設がランドマークになる

かつて佃島の漁師は、漁に出ると佃島の砲台を目印に

帰ってきた。公共的な施設をシンボリックな建築にす

ることで、バラバラに浮遊する住宅の目印となる。

公共的な施設 :キャラクター(x)
かつての街区の特徴からキャラクター x( 用途 )を決める。

公共的な施設：固定
かつての佃島の中で共同的用途と、新たに水上ならではの公共的な用途を設える。

佃島砲台

浮遊する建築を構成する船たち
暮らす　エンジン等はないため、自らの推進力はない。

整える　水上環境を整備する。既存の船を活用するものもある。

肥やす　浮遊する建築と人々の生活をより豊かにする。
+

2．エレメントの読み替えと分類わけ

1．エレメントの抽出

➡
➡

装い
戸外

素材
形態

可変
環境
単位

形態

3．エレメントの肉付け

　エレメントを抽出し佃島らしさを残すことで、どこか面影のある風景を創出する。

N

N

0 50m

N0 50m N0 50m

N0 50m N0 50m



住宅 例）建築家の住宅

街区　宿坊

部屋

縦動線

　本計画の住宅は基本モデルをもとに、様々なタイプに展開を行う。

水の位置と量をコントロールすることで、水上でバラ

ンスを取る。また、上下水道と接続せず集約させるこ

とで、移動可能にする。

●水周りを集約させる

かつての佃島の多くの住宅から基準居住空間を 6 畳間

と設定し、これを部屋のモジュールとする。モジュー

ル単位の連なりで、住宅の増改築を可能とする。

●部屋単位を 6畳とする

●縦動線を接続のコアとする

雨水を貯め、緊急時に生活用水として活用する。また、

貯める量を調整することで、重さとバランスから、建

築を水平にし浮力を保つ。

●雨水をバラスト水と備蓄水に転用

船体部分のみを鉄骨造とし、他を木造にすることで軽

量化とローコスト化を図りつつ、住宅の増改築の自由

さを生む。

●部屋を木造にする

浮力

重力

軸 A A’

B

B’

1 階平面図 S=1/100

2 階平面図　S=1/100

SL±0SL-1400

下水タンク蓋

上水タンク蓋

SL+2800SL+1400

直階段
明治期に建てられた佃島の多くの住

宅では、直階段が採用されている。

形態

路地側の庭
路地の植栽は、植物のビオトープと

なる。毎日の水やりで、住民同士の

会話が生まれる。

戸外

2.5 間の住宅幅
明治期に建てられた多くの住宅は、

2.5 間で構成されていた。

江戸のミセ空間
江戸のお店は、通りに面して 1m 幅

ほどの前庭と呼ばれる土間空間が接

客空間としてあった。

単位

装い
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1 階平面図　S=1/150

2 階平面図　S=1/150

寝室

SL=±0

洗面

SL=-1400
事務所

SL=±0

居間

SL=+2800

寝室

SL=+2800

台所

SL=+1400

オリーブ

シソレモン

ブドウ

トウガラシ

　これは父と母と子の 3 人家族の住宅である。父は、建築家であり、浮遊する建築の新しい住宅の設計や街づくりに関わっ

ているため、相談などの要件で来客も多い。1 階部分に事務所を構え、家具などの自主施工を行うための工房を増築する。

晴れている日は、外のデッキで打ち合わせを行う。さらに外には、簡単な植物を育て料理に使う。

採光通風の舷窓
船体内は多湿。採光通風を確保する。

環境

見晴らし窓
高台から街を一望するように、街の

変化に即時に気づく。

形態

デッキと庭

建築事務所と工房

　現在の住吉神社には陸路で参拝に訪れるが、かつては隅田川から船で来るのが正式な参拝ルートだった。そのため、住吉

神社の参道に面したこの街区には、外から来る人をもてなす様々な店舗が並んでいた。本計画では、外から来る人のための

宿坊を設計する。

計画街区
一の鳥居

参
道

船溜まり 店舗
宿坊

　佃島の住吉神社には、住吉三神が祀られている。本社の建築様式には、

同じく住吉三神を祀り全国の住吉神社の総本社である住吉大社と同様に、

住吉造りを採用している。住吉造りは、反りのない切妻屋根の妻入りで、

室内は外陣と内陣の二間に分かれる。また、住吉大社では第一から第三本

宮が直列し、第三本宮の南には第四本宮が隣接する。海に浮かぶような船

団のようである。本計画でも住吉造りの特徴である屋根と 2 つの空間に仕

切る断面構成を用いる。本宮の拝殿同様に、手前に建築を配置することで、

船団のような風景を作る。

配置と形態

船団配置
住吉大社の四本宮は、大海原をゆく

船団のように本宮がならび、古代の

祭祀形態をよく伝える貴重な配置。

形態

住吉造り　- 平面構成
手前に拝殿、奥に本殿。拝殿は真ん

中が土間でできていた。本殿は手前

から外陣と内陣から成っている。

形態

住吉造り　- 断面構成
本殿は、外陣より内陣の方が一段高

くなっている。

形態

住吉造り　- 切妻屋根妻入り
反りのない切妻屋根で、妻入り。

形態 　かつての佃島は、垂直に延びる船の帆柱が風

景を創り出していた。本計画では、煙突柱を垂

直に延ばすことで街のシンボルとする。薪ス

トーブは船内を温め、外の煙突から放たれる煙

は、求心力を持つ。

求心力を持つランドマーク

木製灯篭型掲示板
灯篭は、寺院では仏像に明かりを献

じるためにあった。人に人の活動を

伝える装置に用途を置き換える。

装い

垂直に伸びるシンボル
葛飾北斎の絵では、垂直に伸びる船

帆がたくさん描かれている。ランド

マークになる。

形態

人を引き込む舗装
舗装をコントロールし、建物の内外

を繋げ、人を引き込む。

素材

柴垣の目隠し
柴木を編んで作った垣根。潮風を和

らげ、聖域空間の設えに馴染む。

装い
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1 階平面図　S=1/150

オープンスペース 1

オープンスペース 2

オープンスペース 3 キッチン

防災倉庫

風呂

受付

ランドリー

客室：天窓の部屋

客室：軒天窓の部屋

　浮遊する建築は陸地に建つ建築と違い、必ずしも隣に

建築物などがあるとは限らない。そのため、強い直射日

光に対応する必要がある。庇の出幅は、気温の高い夏は

直射日光の当たらない長さ、気温の低い冬は太陽の光を

直接室内に届くように設計する。

庇の操作

立面写真

掲
示
板

2730 1365 2730 1365 2730 37151440

16075

▽最高高さ =6879

▽2FL=2800

▽1.5FL=1400

▽SL=1FL=±0

▽0.5FL=-1400

10
1

10
1

S=1/100 A-A’断面図

▽船底高さ =-2000

基本モデル

N

0 50m

青文字　かつてあったもの
黒文字　残すもの
赤文字　新たにつくるもの

H鋼

下水タンク上水タンク

雨水タンク

雨水タンク

雨水タンク 雨水タンク

船体平面図　S=1/100

A-A’断面図　S=1/100

▽最高高さ =6180

▽2FL=2800

▽1.5FL=1400

▽SL=1FL=±0

▽0.5FL=-1400

浄化用石

外部床：

イタウバ材 w150 防水保護剤

鉄製束 @455

鉄板 (水勾配あり )

下水タンク上水タンク

外壁：

ガルバリウム鋼板 t=0.7

屋根：

チタン亜鉛合金 t=0.7mm

防水メット腐食防水ネット t=7mm

防水シート

構造用合板 t=12mm

断熱材

不錆処理

雨水タンク

船体外壁：

鋼板

錆び止め

B-B’断面図　S=1/100

雨水タンク

下水タンク 雨水タンク雨水タンク

scale 0 910

δ

γ

α

β

屋根伏図　S=1/500

▽最高高さ =8005

▽2FL=2600

▽SL=1FL=±0

▽0.5FL=-1000

▽船底高さ =-3000

γ立面図　S=1/200

▽最高高さ =8005

▽2FL=2600

▽SL=1FL=±0

▽0.5FL=-1000

▽船底高さ =-3000

β立面図　S=1/200

1001027302730 1820

2 階平面図　S=1/150

客室：大きな窓の部屋 テラス

防災倉庫

テラス

5460 1820 127402730 18202730

▽最高高さ =8005

▽2FL=2600

▽SL=1FL=±0

▽0.5FL=-1000

▽船底高さ =-3000

A-A’断面図　S=1/200

客室：大きな窓の部屋

客室：天窓の部屋
オープンスペース 1 防災倉庫

防災倉庫

夏至
南中高度 78 度

冬至
南中高度 31.2 度

4095 4095

8190

▽最高高さ =8005

▽2FL=2600

▽SL=1FL=±0

▽0.5FL=-1000

▽船底高さ =-3000

B-B’断面図　S=1/200



風景の寄生　組み合わせパターン
　抽出したエレメントを肉付けし、多彩なつながりのパターンによって浮遊する佃島の風景と生活を生み出す。

●住宅の建設とメンテナンス

路地側の庭

浮力フロート

戸外

可変

波板のトタン

採光通風の舷窓

素材

環境

仮設的建築

可変

住宅
市民農園

森林

タグボート

住宅

住宅

タグボートタグボート

タグボート

造船所

move
connect

meeting
rest

connect

build

independence

work shadow
private garden

view

浮遊する建築は、建築家によって設計され造船所で建てられる。建てられた住宅は、住民の家族形

態の変化や職業の変化に応じて増改築を、住民のセルフビルドもしくは、造船所で建設が行われる。

住宅は、タグボートによって移動し、その際に緩衝材を取り付ける。日常的にこのような光景が広

がることで、住まい手は建築を意識するようになり、それぞれの住宅に個性が生まれる。

住宅×建築事務所

・曳船用ポケット ・磁力による接続

スイッチを切った場合 スイッチを入れた場合

N N N S

architecture
people

●日常生活と住宅

木組の増築の半屋外

装い 住宅×農家

市民農園

市民農園

宿坊

森林

薪置き場タグボート

タグボート

タグボート

玄関先の家庭菜園

戸外

江戸のミセ空間

装い

信号の旗

仮設的建築

可変

可変

cross

日中は、公共的な施設 ( 宿坊 ) に住宅が接続することで、人々が公共

的な施設(宿坊)に集まってきて活気づいた場となる。市民農園では、

タグボートで来た人が農作業を行い、接合した住宅が直売所になる。

高齢世帯の住宅同士が接合することで、井戸端会議などが行われる。
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architecture
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connect

sm
oke

connect
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connect

light

buy

bring up

blind

void

人を引き込む舗装

素材

・人を引き込む舗装

床詳細図　S=1/100

・雨水の転用 ・宿坊と森林

宿泊客のいる場合 宿泊客のいない場合雨落とし　S=1/50

住宅×高齢者

住宅×高齢者

住宅×高齢者

床：イタウバ材t=30

R=1185.6

R=1191.3

床：長尺塩化ビニルシートt=2

120

浄化用石

手すり

鉄板

120 30 50

50

●大雨の時の住宅

屋根の連続ベランダ

浮力フロート

装い

可変

単位

見晴らし窓や台

形態

大雨時や満潮、高潮などによって隅

田川の推移が上昇している際は、公

共的な施設 ( 宿坊 ) や住宅同士が接

合することによって、大きな船のよ

うな形態になる。これによって、住

宅の漂流や転覆から守り、水位の上

昇に応じて、それぞれの住宅が上昇

しながら浮遊する。

talk

rai
n

sm
oke

connect

connect

connect

she
lter

view

she
lter

mo
ve

rest

wave

wave
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heavy rain
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・水位に応じる

▽通常時水位

▽大雨・満潮・高潮時水位

通常時 大雨・満潮・高潮時
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●運動と子供の遊びと住宅

ボラート

ピロティ

直線梯子

浮力フロート

形態

装い

可変

可変

木組の増築の半屋外

後付けオーニング

装い

装い

タグボート

タグボート

タグボート

道
住宅

住宅

公園

公園

表は看板建築、裏は植物園

装い

上下水道整備車

connect
connect

connect

poc
ket 
par
kview

ing 
plat
form

green

water maintenance

Poc
ket 
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k

exercise

walk

住宅が単体で浮遊しているときの外部空間はプライベート空間となる

が、住宅同士が接合すると外部空間は路地のような働きを生む。空き

家となった住宅の 1 部分を取り壊しピロティを設けることで、ポケッ

トパークとなる。

private deck

住宅×駄菓子屋

住宅×空き家

住宅×空き家

住宅

・光を内包するオーニング

断面図　S=1/100

・看板建築の花壇庭

断面図　S=1/100

・上下水道

浴室洗面

キッチン

下水タンク上水タンク

architecture
people


